
　

六
月
三
十
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら
、
令
和
五
年
度
定
時
会
員
総
会
が

会
員
百
二
十
七
名
の
出
席
（
他
委
任
状
四
百
五
十
名
）
を
得
て
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
橋
理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
は
じ
め
に
生
沼
会
長
か
ら
「
公

益
社
団
法
人
と
し
て
十
三
年
目
を
迎
え
、
社
会
や
会
員
の
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
長
く
続
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
う
や
く
日
常
の

生
活
様
式
が
戻
り
つ
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
四
年
度
の
契
約
金
額
等
に
つ

い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
と
比
較
し
て
、
や
や
持
ち
直
し
の
傾
向
が
み
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
引
続
き
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が
ら
、
会
員
と
職
域
の

拡
大
に
努
め
、
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
当
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
会
長
で
あ
る
服
部
征
夫
台
東
区
長
よ
り

「
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
区
政
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
知
恵
や
技

能
を
活
か
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る

貢
献
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
自
身
の
健
康
を
留
意

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
担
い
手
と
し
て
台
東
区
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
ま
す
。」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
、

表
彰
状
の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、
区
長
よ
り
表
彰
状
の
授
与
、
会
長
よ

り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
髙
森
台
東
区
議
会
議
長
、

保
坂
都
議
会
議
員
、
鈴
木
都
議
会
議
員
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
事
業
報
告
は
承
認
さ
れ
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
も
全
て

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
及
び
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
監
事
の
報
告

・
令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
件

・
第
一
号
議
案　

令
和
四
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件

・
第
二
号
議
案　

役
員
の
選
任
の
件

令和 5 年度 定時会員総会開催令和 5 年度 定時会員総会開催
NO.152NO.152

発 行 公益社団法人台東区
シルバー人材センター

編 集 総務・広報委員会
台東区東上野 1-28-5
電話　5817-4919
FAX　3834-6605

アドレス https://www.taito-sc.or.jp/
メ ー ル taito@sjc.ne.jp
発 行 日 令和5年7月15日
会 員 数 931人（令和5年6月末日現在）

— 1 —



役
　
職

氏
　
名

備
考

理
　
事
（
会
長
）

生
沼
　
正
篤

再
任

理
　
事
（
副
会
長
）

金
子
　
時
男

再
任

理
　
事
（
常
務
理
事
）
吉
田
　
美
生

新
任

理
　
事

佐
橋
　
勝
枝

再
任

理
　
事

菊
地
真
佐
子

再
任

理
　
事

佐
藤
　
幸
廣

再
任

理
　
事

佐
藤
　
俊
一

再
任

理
　
事

高
木
　
　
勝

再
任

理
　
事

澤
口
　
康
子

再
任

理
　
事

浅
野
　
勝
美

新
任

監
　
事

髙
橋
　
孝
子

新
任

監
　
事

立
石
　
淑
子

新
任

今
年
度
の
表
彰
者
の
方
々
で
す

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

・
二
十
年
会
員
表
彰　

市
村　

嘉
彦　

鶴
田
喜
美
子

寺
尾　

モ
ン　

國
島　
　

勇

川
村　

昌
子　

竹
内　
　

滉

沼
田
ス
ミ
ヱ　

中
島　

利
男

市
村
テ
ル
子　

宮
﨑　

俊
光

藤
井　

満
男　

並
木　

宏
彰

吉
良
ゆ
り
子
︵
以
上
十
三
名
︶

・
十
年
会
員
表
彰　
　

手
塚　
　

哲　

岡
本
百
合
子

山
内　

静
子　

片
岡　

史
野

佐
藤　

光
夫　

廣
嶋　

昌
則

早
川　

正
男　

増
田　

雅
子

田
﨑　

芳
子　

大
野
貴
世
子

石
川
三
佳
子　

小
野
塚
尉
光

森　
　

和
美　

泉　

ま
さ
江

中
村　

寿
子　

早
川
美
津
子

山
内　

喬
司　

鈴
木
友
利
子

日
野
原
一
秀　

木
暮　

重
子

木
村　

房
江　

矢
野　

啓
子

金
友　

啓
子　

小
林　

信
三

佐
藤　

幸
庵　

堀
田　

三
善

堀
内　

良
子　

大
庭　

洋
子

村
山　

博
子　

︵
以
上
二
十
九
名
︶

令和四年度 正味財産増減計算書
科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計

経常収益 418,440,819 円 12,202,570 円 430,643,389 円
受託事業収益 351,900,505 円 4,839,742 円 356,740,247 円
独自事業収益 716,335 円 665 円 717,000 円
労働者派遣事業等受託収益 1,873,325 円 0 円 1,873,325 円
受取会費 683,025 円 227,675 円 910,700 円
受取補助金等 62,714,244 円 7,134,123 円 69,848,367 円
受取負担金 243,000 円 0 円 243,000 円
特定資産運用益 320 円 27 円 347 円
雑収益 310,065 円 338 円 310,403 円
経常費用 418,440,819 円 8,673,839 円 427,114,658 円
事業費 418,440,819 円 0 円 418,440,819 円
管理費 0 円 8,673,839 円 8,673,839 円
当期経常増減額 0 円 3,528,731 円 3,528,731 円
経常外収益 237,367 円 0 円 237,367 円
経常外費用 0 円 0 円 0 円
当期経常外増減額 237,367 円 0 円 237,367 円
当期一般正味財産増減額 237,367 円 3,528,731 円 3,766,098 円
一般正味財産期首残高 47,687,785 円 3,253,825 円 50,941,610 円
一般正味財産期末残高 47,925,152 円 6,782,556 円 54,707,708 円
正味財産期末残高 47,925,152 円 6,782,556 円 54,707,708 円

令
和
四
年
度
決
算

　

令
和
四
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針

及
び
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
普
及
啓
発
及

び
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
就
業
開
拓
に
資
す
る
活

動
な
ど
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
十
二
年

目
を
迎
え
、
会
員
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、

毛
筆
筆
耕
、
パ
ソ
コ
ン
、
折
り
紙
の
各
講
習
会
を
開
催

す
る
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
は
、
年
度
末
の
会
員
数
九
百
四
十
六
人
、

年
間
就
業
率
六
十
・
八
％
、
受
託
件
数
二
千
六
百
二
十
四

件
、
就
業
延
日
人
員
七
万
七
千
八
百
二
十
六
人
、
配
分

金
支
給
額
三
億
三
千
九
百
九
十
万
一
千
円
、
年
間
契
約

金
額
三
億
五
千
七
百
四
十
五
万
七
千
円
で
し
た
。

　

前
年
度
の
実
績
と
比
べ
る
と
、
会
員
数
は
五
人
増
、

年
間
就
業
率
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
、
受
託
件
数
四
十
七

件
減
、
就
業
延
日
人
員
一
千
二
百
十
七
人
減
、
配
分
金

支
給
額
一
千
四
百
六
十
二
万
九
千
円
増
、
年
間
契
約
額

一
千
七
百
三
十
五
万
四
千
円
増
と
な
り
ま
し
た

新
役
員
の
紹
介

　

先
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
定
時
会
員
総
会
及
び
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
新
し
い
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

山
田
安
宏
氏
は
、
今
年
度
の
定
時
会
員
総
会
の
終
結

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
の
任
期
は
二
年
間
︵
令
和
七
年
六
月
開
催
の
定

時
会
員
総
会
の
終
結
ま
で
。︶

　

監
事
の
任
期
は
四
年
間
︵
令
和
九
年
六
月
開
催
の
定

時
会
員
総
会
の
終
結
ま
で
。︶

︵
敬
称
略
︶
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七
月
は﹁
安
全・適
正

         
　
就
業
強
化
月
間
﹂で
す

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
や
東
京
し

ご
と
財
団
で
は
、
毎
年
七
月
を
﹁
安
全
・
適
正
就
業
強

化
月
間
と
定
め
、
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業
途
上
等
の

事
故
防
止
の
た
め
に
、
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
東
京
都
全
体
で
の
事
故
実
績
は
、
傷

害
事
故
六
百
十
八
件
、
賠
償
事
故
二
百
二
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
四
年
の
重
篤
事
故
︵
死
亡
又
は
六
カ
月

以
上
の
入
院
︶
の
件
数
は
二
十
九
件
︵
昨
年
度
三
十
九

件
︶、
う
ち
死
亡
事
故
は
二
十
件
、
入
院
は
九
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
度
シ
ル
バ
ー
保
険
適
用
と
な
っ

た
事
故
が
六
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

事
故
の
原
因
の
多
く
に
、
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
が

あ
り
ま
す
。

　

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認
識
し
、
無

理
を
し
な
い
こ
と
や
、
健
康
に
は
常
に
注
意
し
良
好
な

状
態
で
就
業
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
等
を
踏
ま

え
安
全
就
業
実
施
計
画
等
を
策
定
し
就
業
中
や
就
業
途

上
を
問
わ
ず
、
安
全
就
業
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
や
就

業
現
場
の
巡
回
指
導
の
実
施
な
ど
、
安
全
就
業
に
関
す

る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

お
一
人
ひ
と
り
の
会
員
や
役
員
、
そ
し
て
事
務
局
が
一

体
と
な
っ
て
安
全
就
業
を
組
織
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

働
く
た
め
に
は
健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
加
齢

に
よ
る
体
力
低
下
は
転
倒
し
や
す
く
な
り
骨
折
等
の
事

故
を
招
き
ま
す
。

安
全
就
業
巡
回
指
導

             

　
　
が
始
ま
り
ま
し
た

　

六
月
九
日
︵
金
︶
か
ら
安
全
管
理
委
員
に
よ
る
今
年

度
の
安
全
就
業
巡
回
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
、
英
信
寺
と
入
谷
駅
自
転
車
駐
車
場
を

巡
回
い
た
し
ま
し
た
。
就
業
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
就
業
中
の
会
員
か
ら
お
話
を
伺
い
、
皆
さ
ん
の
安

全
を
第
一
に
、
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
働
い
て
い
る
事
を

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
三
月
ま
で
に
十
二
回
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
就
業
先
に
お
邪
魔
し
た
時
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
れ
か
ら
益
々
暑
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上
で
あ
る
と
の

デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
室
内
で
も
、
屋
外
で
も
、
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
室
内

で
は
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
し
て
体
温
調
整
を
行

い
つ
つ
、
こ
ま
め
に
室
温
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
が
け
充
分
な
睡
眠
を
取
る

事
も
熱
中
症
予
防
に
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省　

﹁
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
情
報
・
資
料
サ
イ
ト
﹂
よ
り

　
﹁
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
﹂﹁
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋

力
ア
ッ
プ
﹂
で
、
健
康
な
体
を
維
持
し
安
全
に
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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理
事
会
だ
よ
り

第
一
回
理
事
会

︵
令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
開
催
︶

・
審
議
事
項

(1)
新
規
入
会
に
つ
い
て

(2)
特
別
会
員
の
推
薦
及
び
承
認
に
つ
い
て

(3)
令
和
五
年
度
第
一
回
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

(1)
定
時
会
員
総
会
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

(1)
令
和
五
年
度
三
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会

︵
令
和
五
年
五
月
二
十
三
日
開
催
︶

・
審
議
事
項

(1)
新
規
入
会
に
つ
い
て

(2)
令
和
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

(3)
令
和
四
年
度
決
算
に
つ
い
て

(4)
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

(5)
①
令
和
五
年
度
定
時
会
員
総
会
に
つ
い
て

　

②
議
決
権
の
代
理
行
使
︵
委
任
状
︶
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

(1)
会
員
表
彰
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

(1)
令
和
四
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

(2)
令
和
五
年
度
四
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

(3)
令
和
四
年
度
事
故
発
生
状
況

第
三
回
理
事
会

︵
令
和
五
年
六
月
十
三
日
開
催
︶

・
協
議
事
項

(1)
令
和
五
年
度
定
時
会
員
総
会
の
運
営
に
つ
い
て

(2)
名
誉
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

(1)
令
和
五
年
度
五
月
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会

︵
令
和
五
年
六
月
三
十
日
開
催
︶

・
審
議
事
項

(1)
会
長
・
副
会
長
及
び
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

(2)
理
事
会　

専
門
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

(3)
新
規
入
会
に
つ
い
て

委
員
会
だ
よ
り

第
一
回
総
務
・
広
報
委
員
会

︵
令
和
五
年
五
月
十
日
開
催
︶

・
議　

題

(1)
定
時
会
員
総
会
進
行
の
概
要
に
つ
い
て

(2)
会
員
表
彰
等
に
つ
い
て

(3)
定
時
総
会
記
念
品
に
つ
い
て

第
一
回
安
全
管
理
委
員
会

︵
令
和
五
年
五
月
十
日
開
催
︶

・
議　

題

(1)
令
和
五
年
度
安
全
就
業
巡
回
指
導
の
日
程
に
つ
い
て

(2)
令
和
五
年
度
安
全
対
策
実
施
計
画
の
実
施
状
況
に

　

つ
い
て

(3)
令
和
五
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
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会 員 の 広 場

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

毎
月
、
60
歳
以
上
の
区
民
を
対
象
に
パ

ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
法
や
、
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
応
用
、
ス
マ
ホ
の
活

用
法
な
ど
幅
広
い
講
座
内
容
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
の
相
談
に
お
答
え

す
る
﹁
パ
ソ
コ
ン
無
料
な
ん
で
も
相
談
会
﹂

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
台
東
区

の
﹁
広
報
た
い
と
う
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毛
筆
筆
耕
講
習
会

　
　

　

六
月
十
三
日(

火)

午
前
十
時
よ
り
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
会
員
を
対
象

と
し
た
毛
筆
筆
耕
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。﹁
数
字
﹂と﹁
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
﹂

を
テ
ー
マ
に
、
受
講
さ
れ
て
る
皆
さ
ん

は
、
真
剣
に
毛
筆
の
技
術
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
是
非
、
参
加
し
て

み
た
い
と
い
う
方
は
事
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

折
り
紙
塾

　
　

　

六
月
二
十
七
日(

火)

午
前
十
時
よ

り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
会
員
を

対
象
と
す
る
折
り
紙
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
回
、
時
季
に
応
じ
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
お
り
、
今
回
は
﹁
七
夕
﹂

が
テ
ー
マ
で
し
た
。
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
是

非
、
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
は
事

務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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投
稿
写
真

皆
様
の
投
稿
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
職
員
の
異
動 

　

四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で
台
東
区
社
会
福
祉
事
業

団
に
て
勤
め
て
い
た
吉
田
美
生
さ
ん
、
台
東
区
役
所
に

勤
め
て
い
た
宮
野
浩
美
さ
ん
が
事
務
局
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
国
分
秀
文
さ
ん
が
作
業
所
庶
務
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

五
月
一
日
付
で
矢
野
浩
太
さ
ん
が
当
セ
ン
タ
ー
に
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

国分秀文さん矢野浩太さん吉田美生さん宮野浩美さん

写
真
撮
影　

金
子　

文
夫
さ
ん
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